
【IPソリューション】
R.O.D、AVIGILON、 アペックス

（Milestone Systems）、カシオテクノ、

国際 産 業 技 術、 兼 松日産 農 林

（SAMSUNG）、サンシステムサプライ

（exacqVision）、GENETEC、住友電気

工業、セキュリティデザイン、ティービー

アイ（SAMSUNG）、日本テクノ・ラボ

（VMS）、ネットカムシステムズ（VMS）、

ネットキュリー、ビデオテクニカ。

 【IPカメラ】
アクシスコミュニケーションズ、キヤ

ノンマーケティングジャパン、JVCケン

ウッド、ソニービジネスソリューション、

ソリッド、パナソニックグループ、日立

国際電気、フリアーシステムズジャパン、

三菱電機。

【HD-SDI & IP & アナログ】
アイ・ディ・ケイ、エヴァーフォーカス

ジャパン、ASK TRADING、エスシー、

NSS、OIC KOREA、佳来興産、キャト

ルプラン、クリテム、ケイグランデ、ケー

ビデバイス、ケルク電子システム、ジーネッ

ト、スリーディー/VIDEOTEC、TIBET 

SYSTEM、TVLOGIC、TOA、テスコムジャ

パン、店舗プランニング、NADATEL、日

本防犯システム、HIGH VISION TECH、

4NSYS、朋栄、ミカミ、ユニモテクノロ

ジー、ユビテック、ワテック。 

【アクセスコントロール、認証、他】 
IRIENCE、アズビル、アマノ、NEC

グループ、岡村製作所、共栄工業、クマ

ヒラ、 計電産業、 シーズンテック、

S E O H A N I N F O R M A T I O N & 

COMMUNICATION、セキュア、WFE 

TECHNOLOGY、ディー・ディー・エス、

日本信号、日本電通、日本カバ、日本電

子工業、ネエチア、富士電機、ポニソフト、

美和ロック、ヨネイ。

【その他、レンズ、IP】 
アイホン、サン電子、アライドテレシ

ス、ケンコー・トキナー、CBC、スペー

ス、タムロン、 日本電業工作、ハイテク

インター、日立金属、富士フイルム、山

野光学、ユニオンコミュニティ、リズム

時計工業、レッツコーポレーション。 

数少ないVMS専業企業の出展
私見ではあるが、残念なことはVMS専

業が驚くほど少ないことだ。海外の専業

メーカで直接出展しているのはGenetec

社1社だけとなっている。AVIGILON社は

カメラも手がけているが、VMSとしての

評価の定まった企業である。代理店とし

ては弊社（Genetec）、サンシステムサプ

ライ（e x a cqV i s ion）、 アペックス

（Milestone）と言ったところだ。

率直に言うと、国内VMS企業は専業

と言うには様々な点から物足りなさがあ

るというのが正直な個人的な感想だ。な

ぜなら10年前から進化していない。http

ベースの J p e g対応がほとんどで、

ONVIFの実装が未だに実現していないの

が現状である。 

何はともあれ、今一度VMSの注目度

が上がってもらいたいものだ。 

VMS最大のアドバンテージ 

最後に、ここでVMSの優位性につい

てまとめてみる。

1） 高度なワークフローメカニズムを標

準提供している 

2） 投資の継続性保証はオープンソフトウ

エアにしかできない。ソフトウエア

（ライセンス）はお客様の資産となる 

3） 増設要求に対してシームレス、ロー

コストで対応可能 

4） 画像解析プラグインや入退室管理と

の連携などが充実 

5） 他システムとの連携運用の提供と柔

軟性 

VMSは、上記以外にも多様で高度な

機能を提供している。そしてこれはVMS

専業のソフトウエアにしか実現すること

ができない。

よくわかるIPネットワーク
株式会社ジャバテル　代表取締役　佐々木宏至

SECURITY SHOW 2014 
弊社が毎年3月に開催されるこの展示会に関わって10年。本号を読んだ方の中には初めて本誌に触れた方も多いかと思う。 
弊社が初めて出展した当時はそのほとんどがアナログ製品だった、そのような中で、IP専業でSECURITY SHOWに挑んで

いた数少ない会社が弊社だった。 
また、昨年そして今年の出展社の傾向を見ると、IPソリューションがほとんど全てに浸透している。まさしく、時代はIPに

移行したと言えるのではないだろうか。
2014年出展社の抜粋(敬称略)

下記の情報は、SECURITY SHOW 2014のウェブ(https://messe.nikkei.co.jp/ss/exhibitor/)から主要出展製品別にピック
アップした。なお、複数の製品分類に該当する出展社については、ウェブ上に掲載している上位項目を優先した。
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連載ソリューションコミック
リモートメンテナンス

どこカメ®を活用したリモー

トメンテナンスのイメージ

です。

映像と音声を融合し定額で

ご利用いただけるメリット

はあらゆる業種にご活用い

ただけます。

接客管理

無線インターカムでも同様の

事は可能です。しかし、業態

によっては過大投資。

監視カメラと統合できる、

どこカメ®ならスマートフォ

ンで驚くほど低コストで導入

可能です

HIIKVISION
NVR/HD-SDI-DVR/Hybrid-DVR/DVR

256レコーダ-1024カメラまで完全統合

スマホ完全対応　録画再生 /ライブ

さらに音声♪も完全サポート

HIIKVISION
Smart-Tracking

自動追尾 標準装備

解像度1.3M/2M

光学倍率 20 倍 /30 倍
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  Mar/Apr 2014 | 33



最強のプロフィットツール

・スマホを最大限活用できるどこカメ®

は企業様のワークフローを徹底して

効率化し利益を生み出します。

・ITによる生産性向上が一向に進まない

最大の理由はITの為にITをしている状

況が原因です。

・書誌で話題になっていますが、社内CC

メールを禁止にした会社もあります。

・ どこカメ®は究極の ITをプラット

フォームにモビリティーを追求した

映像音声の双方向コミュニケーショ

ンツールです。

システムの構築例

・ 全従業員 50人のiPhone Androidに

GSCモバイルクライアントをインス

トール

・サーバー 一台を本部またはデータセン

ターに設置

・管理用PCは各支店既設のPC 25台に

GSCクライアントをインストール

・ライセンスはGenetec Security Center 

Enterpriseパッケージ カメラライセン

ス50 クライアントライセンスは無制限

パッケージ

・概算コスト 300万円 サーバー他構築費

用に60万

・総額360万程度で全員が映像、音声を

リアル配信し、それをシェアして仕事

が進められます。 配信した映像は自動

的に録画され、再利用が可能です。 音

声は別途オプションでシェアチャンネ

ルを設定し映像と共に録音可能です。

Copyright © 2014 Javatel inc.
無断転載厳禁　ドコかめ ®
制作　神田 森莉

Genetec社Security Center mobileでご利用いただけます。詳しくは　http://www.javatel.co.jp で。

Genetec社 Security Center

世界最高レベルのVMSワークフロー OMNICAST

HID マーキュリー AXIS をサポートする入退管理 SYNERGIS

自動車ナンバープレート読取 AUTOVU

HIIKVISION
Smart-Tracking

自動追尾 標準装備

解像度1.3M/2M

光学倍率 20 倍 /30 倍
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Javatel SSS  Solution 
        Speak to See the Site 

全世界にまたがる、IPカメラ映像の統合を提供します。 録画配信サーバーは分散設置して数百台、数千台、数万台まで統合可能です。

さらに、監視カメラのみならず、各種デジタル表示機器(HDMI/DVI/VGA/HD-SDI/Displayport)の映像も取り込んで配信録画可能です。

そして、モバイルソリューション どこカメ®ではiPhone Androidで映像を見る、さらに監視カメラとして利用できます。

さにら、アクセスコントロール(入退管理)も完全統合できる、エンタープライズニーズにフィットとしたシステムです。

あらゆるビジネスをアシストするお手伝いをいたします。

何なりとご相談ください。

出展いたします。小間番号：SS3215

サンシステムサプライ社と共同出展です。

本 社 〒530-0041 大阪市北区天神橋 2- 北 1-21 八千代ビル東館 3F 
TEL 06-6354-0100 FAX 06-6136-1155  
支 店 〒130-0011 東京都墨田区石原 1-41-4 TKビル 3F 
TEL 03-6658-8726 FAX 03-5637-7834 

株式会社ジャバテル 
www.javatel.co.jp 
専門サイトnvr.jp  ipcam.tv 2014年３月４日（火）～７日（金）

東京ビッグサイト
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